
令和５年度 長崎県立口加高等学校 学校評価 

スクールミッション （１）どのような生徒を育成するのか 【社会的役割】 

校訓「豊かなる情感 透徹せる知性 強靭なる生命力」のもと、新しい

時代を逞しく切り拓く「知・徳・体」の調和のとれた人材を育成します。

また、ふるさとに愛着や誇りを持ち、地域の魅力創出や国際社会に貢献す

る人材を育成します。 

（２）どのような教育を目指すのか 【教育理念】 

生徒一人ひとりが自分を磨き、夢や目標に向かって努力を重ね、人生を

切り拓くことができるようにするために、確かな学力の定着を図るととも

に、豊かな人間性を育む教育を目指します。また、国際的な視野で地域課

題の解決に取り組む探究的な学びを通して、広い視野や国際感覚を育む教

育を目指します。 

（３）学校の特色、強み、魅力（独自の教育）等 【今後の方向性】 

普通科普通コース、生活創造コース、グローカルコース、福祉科それぞ

れの特色を生かし、生徒一人ひとりの夢や進路目標の実現に向けて、きめ

細やかな教育を実践します。また、地域社会、大学、施設等関係機関との

共創やＩＣＴの積極的な活用により、更に充実した探究的な学びを展開し

ます。新しい時代を逞しく切り拓く知・徳・体の調和のとれた人材の育成

を図り、郷土や国際社会に貢献できる有為な若人の育成を目指します。 

前年度の成果と課題 （１）学校評価のアンケート結果から、全体的に良好な評価だった。 

（２）本校の魅力を近隣中学校に伝えるために、研究授業や公開授業を充実

させたい。 

（３）Edtech 教材を導入し、ICT の効果的な活用を進める必要がある。その

ためには、ICT推進教員を中心に職員研修を実施していく。 

（４）各科・コースのさらなる魅力を高めるために、特色ある授業や個々の

志望に合わせた進路指導、福祉科での国家資格取得に向けた指導の充

実を図っていく。 

（５）本校への志願者の増加が重要な課題である。生徒の多様な進路希望に

応えつつも、さらに進路実績を上げて、中学生や保護者、地域にアピ

ールしていきたい。また、新たな視点での広報活動や生徒募集に力を

入れる必要がある。 

努力目標 （１）信頼される学校の確立        （４）品性ある生徒の育成 

（２）確かな学力の保証と進路の実現    （５）文化・体育活動の振興 

（３）豊かな心の育成          （６）保健・環境美化の充実 

令和５年度 

重点努力目標 

（１）生徒主体の学校づくり （２）より魅力的な学校を目指した授業改善 

（３）探究活動の充実    （４）広報活動の充実 

（５）働き方を改革し、業務に対するマネジメント能力の向上を図る 

 



 

分掌等 努力目標 具体的な方策
R5最終評価

（４段階）
成果と問題点 次年度改善策

（１）円滑な校務運営 ①各学年や他分掌との意思疎通を
図り、連携を密にし、校務全般の
円滑な企画・運営を行う。

3.4

教務部では担当者が調整会や直接持
参、ポポータル連絡等のあらゆる手
段で、週案・月案の調整会の早めの
提示を徹底し、各担当分掌などが調
整をしやすいようにしている。回
収・集約に今後とも皆さんのご協力
をお願いしたい。

教務部としては、引き続き早めの提示を徹底す
る。週や月の計画に反映されない部分をなくすた
めに、調整会やポータルでの呼びかけだけでなく
確実に教務部に伝達してもらえるように各主任や
各担当、部顧問のもとに直接出向き、個別の丁寧
な確認をしないといけない状況である。教務部か
らの立案事項は確実に全職員が共有できる工夫を
実践している。教務部会で部内検討したものを調
整会で各部へ検討依頼してリリースしている。学
年教務からの担任会で周知し、再調整、職員会議
提示、事後確認などの手順を今後も徹底する。

①教育課程が生徒の学力伸長や進
路希望などの実態に即しているか
を精査し、より実効的な教育課程
の編成を行う。

3.5

教育課程委員会ではR６年度の新課程
完成年度に関しては特に意見はな
かった。引き続き新課程の有効な実
施策を提案していく。

毎年7月には次年度以降のカリキュラム編成が必
要。教務部としては、新課程完成年度で一段落し
たところで７限日課や時程の有効な在り方の精査
に向けて提案原案を作っていく。

②普通科・福祉科を設置する全日
制公立高等学校として、適切な授
業と評価を行い、出席管理、諸票
簿管理、日課管理等を厳正に行
う。

3.7

昨年度（R4）末に至急準備し、R5
年度は考査実施回数の見直しにこぎ
つけた。矛盾なく実行できた。公
正・適切な授業や評価の一環として
シラバスは欠かせないため、作成依
頼の段取りを工夫していく。

教務部発のすべての案件はミスや遅れは許されな
い。この観点から、皆さんへの投げかけ以前の部
内検討やチェック、事後チェック、整備・保管な
ど部内で協力体制を構築してきている。皆さんへ
の提示は、早め/根回し/調整会/学年教務から担
任会での検討依頼投げかけ、などの手順を踏む等
を確実に実行していく。

（３）事務室と連携して、教
育環境を整備する。 3.8

大規模な廃棄の実施され。すっきり
した。

①「稔りの時間」を有効に運営
し、図書館情報の発信を積極的に
行い、読書推進につながる環境づ
くりに努める。 3.3

環境づくりは少ない図書担当人員で
十分にしていただいている。読書の
時間を各種アンケート回答に使うこ
とが多い点は右記の工夫をしてい
く。図書館来館/貸出減少は全員端末
の影響ともいえ、対策は全職員で共
有して知恵を出したい。

調査物/アンケートは、担当各位は行事予定を精
査していただき、LHRなどの初めの５分を使う
などの工夫ができないだろうか。いつの間にか生
徒チームスに上がっている生徒が答える調査など
も、全職員が事前に知らない状況がある。月予定
や週案表記を徹底して時間調整のうえ計画的な実
施を意識するように工夫が必要。

②図書委員会の活性化を図り、図
書の整備・点検の適切な実施と、
生徒が主体的に読書を行う選書及
び図書案内を行う。

3.7

掲示物の工夫など興味関心を引く取
組を丁寧にしていただき感謝してい
ます。選書等も適切に実施していた
だいている。

少数派ではあるが、一定の読書大好き生徒がおり
10分休みや通学で本を開いている。朝の読書時
間は大切にしないといけない。

①学校の最新情報をタイムリーに
提供する。
（ア）「口加だより」および「口
加通信」を定期的に発行する。 3.6

口加だよりは毎月発行したが、口加
通信は数回の発行にとどまった。要
因は、業務に追われ、通信の作成ま
では手が回らなったこと。口加だよ
りと通信の内容のすみ分けがなされ
ていないこと。発送業務の負担が大
きい。

中学生への学校説明会・オープンスクール等の案
内をする文書を口加通信として年間４～５回発行
する。

（イ）WEBページの内容を概ね週
１回更新する。

3.8

目標回数を上回る更新をしてきた
が、評価が昨年よりも下がってい
る。内容の充実を求められているの
か。

ＰＴＡ総会や体育大会、三者面談など保護者が来
校する際に口頭や印刷物でホームページや口加だ
よりの存在をＰＲする。

②モニター等を利用した、効果的
な情報提供に努める。

3.4
上に同じ 特になし

③オープンスクール、学校説明
会、公開授業や部活動交流をとお
して、学校全体のアピールを行
う。

3.6

精一杯の取り組みであったが、数字
上では生徒増につながらなかった。
オープンスクールや学校説明会の開
催日が、中学校の行事と重なったこ
とは反省点。

学校説明会、オープンスクールへの参加者増につ
ながる手立てをとる。部活動交流は粘り強く続け
る。

④報道機関と連携し、地域への情
報発信の活性化を図る。 3.3

報道機関との連携は研修部としては
とらなかった。

広報研修部の業務以外にも報道機関に広報依頼を
する機会はあるので連絡窓口は一本化したほうが
よいと思う。

①研究授業や公開授業、授業評価
アンケートを通して授業改善に努
め、教師間での自主的な授業力の
向上を図る。

3.2

公開授業週間の設定、初任者研修お
よび経年研修に関わる研究授業日程
の調整を行った。

今年度通り継続する。

②人権・同和・平和教育、芸術鑑
賞等のあり方を研究し実践する。

3.4

充実した取り組みができた。 人権教育（同和・平和教育を含む）は全ての職員
が生徒に指導できなければならないことなので、
一分掌だけが担当すべきものではななく、全職員
で取り組む体制をつくりたい。来年度からはすべ
ての教員が携わるような実施方法を提案する。芸
術鑑賞会は行事の性格上、研修部が担当すべきも
のが検討が必要。

③県教育センターや研究機関が主
催する各研修への案内を適切に行
い、職員の研修参加後はその成果
を教科会や分掌会等で共有する。

3.2

適切に研修案内を行った。 今年度通り継続する。

④学年・部活動・事務室と連携
し、「青雲寮」の円滑な管理・運
営に努める。

3.0
他の部署と連携してはいないが、運
動部の合宿等で青雲寮の活用はあっ
た。

今年度通り継続する。

①PTA各種委員会の活性化とPTA
研修の充実を図る。

3.8
多くの委員のご協力により、活気あ
る活動ができた。

今年度通り継続する。

②地域行事等に生徒を積極的に参
加させ、地域に信頼される学校づ
くりに貢献する。

3.1

研修部としては生徒を地域行事に参
加させる活動はしていない。

生徒の活動に関しては生徒育成部が主として担当
されているので、次年度ではこの項目の代わり
に、ＰＴＡ総会・文化祭・クリーンアップ作戦へ
の参加率アップを数値目標として掲げる。

令和５年度　学校自己評価（最終評価）

教務部

（２）教育課程及び教務事務
の適切な実行

（４）図書館運営の充実

【学校自己評価】分掌等で設定した目標について4段階で評価する。
　　　　　　　　4：十分達成できている　3：ほぼ達成できている　2：あまり達成できていない　1：達成できていない

広報研
修部

（１）広報活動を活性化し、
情報公開に努める。

（２）生徒・職員研修の充実
と推進を図り、生徒・職員の
資質向上に努める。

（３）PTAと地域の連携を図
る。



 

①端正な容儀に努めさせる。

3.3

ブレザーのボタンを留めないなど、
容儀がルーズになっているのではな
いかという指摘を受けた。確かに、
日常的に指導する場面が減ってい
る。

①まず職員が服装について共通認識を持つ。
②生徒への指導。
③学期はじめと期末考査の最終日に容儀検査を実
施する方向。

②挨拶を励行し、時間を厳守させ
る。

3.2

掃除の時間のとりかかりが遅い。部
活動終了時間が守られていない。

①掃除の開始時間、部活動の終了時間（19時に
は敷地外にでること）というきまりについて職員
で共通認識を持つ。
②生徒への指導。
③19時に下校指導をしてみる。

③ボランティア活動をはじめとす
る対外的な行事を通して、地域に
根ざした社会集団の一員としての
自覚を促す。

3.5

能登半島地震の募金活動をJRC発信
で初めて企画した。

生徒の自発的な動きをこれからも促していきた
い。

④清掃活動を通して、徳の教育の
充実を図る。	 3.2

掃除のとりかかりが遅い。 掃除場所へ素早く移動するよう声をかける。

①自主自律の精神に基づいた生徒
会活動によって、生徒が主体と
なった行事の企画・立案ができる
ように促す。

3.2

昨年に比べポイント低下。しかし、
現生徒会生徒が働いていないわけで
はない。活動が目立たないだけと考
えられる。

これからも声をかけ続ける。

②部活動を活性化し、心身の健全
な育成に努める。 3.4

部活動終了時間が守られていない。 19時に下校指導をしてみる。

①分掌・学年・保護者・地域・関
係機関との連携を密にし、情報収
集を行う。

3.2

昨年に比べポイント低下。関係機関
との連携が不十分とみられている。
学年ごとの巡視を特に指示を出さ
ず、学年にまかせてしまった。

①保護者や地域との連携を目に見える形で行う。
保護者と行う巡視や菖蒲祭などの時に連携を密に
とる。
②生徒たちが普通の学校生活をおくれるように
なってきた今こそ生徒情報収集のためにお昼の巡
視を全校で実施する。

②登校指導や巡視を円滑に実施す
る。

3.2

保護者や職員と夏祭りの巡視を実
施。また、秋に１ヶ月あまり、花屋
さん周辺の立ち番を行った。目に見
える形の指導は効果的。しかし、時
間外の活動になるため協力を呼びか
けにくい。

これからも声をかけ続ける。

①交通関係の集会を実施する。
3.4

自転車通学生・歩行生徒の通学指導
の時間をとった。

学校周辺の歩き方や自転車の乗り方については定
期的に集会をしていく。

②自転車盗難防止活動を継続す
る。

3.2

自転車点検を生徒育成部教員と風紀
美化委員とで年に２回行った。昨年
まで自転車販売店の方に来ていただ
き生徒から500円徴収して行ってい
たが、全担当者から不必要との申し
送りを受け、今年からこの形に。

他校でもお金を徴収しての点検はない。風紀美化
委員の前期・後期の役割として定着させたいので
次年度もこの形式で実施した。

①学年・教科・部活動等と連携を
取りながら、学習時間の確保を推
進する。

3.3

make it noteやtokumoを活用した。
各学年で集計したものを掲示するな
ど工夫をした。

来年度も継続していく。

②学年集会・進路講演会等を通じ
て、生徒の夢ある進路目標の手助
けをする。

3.5
６月に３年生、８月に１・２年生向
けに進路講演会を実施した。

来年度も継続していく。

③進路指導室・自習室・就職指導
室を利用しやすい環境に整える。 3.1

過去の資料や不要品の廃棄を進め
た。

もっと整理を進める。過去問などの整理に着手
し、より使いやすい環境にする予定。

④時期に応じた適切な進路情報を
提供し、保護者の進路意識の高揚
を図る。 3.3

5月のPTAは全体では話ができな
かったが、各学年で話をすることが
できた。8月に保護者向けの進路講演
会を実施した。来年も検討したい。

保護者向けは来年度も口之津公民館を使用して多
くの保護者に参加を呼びかける。進路指導部の研
修も兼ねる。

①個々の進路希望に応じた進路指
導体制を確立する。 3.3

３年補習では公務員クラスと短大・
専門学校クラスを作った。

国公立大の総合型・推薦入試の出願数が増えた。
今年度の情報を共有し、来年度以降も引き継いで
いく予定。

②補習・模試・校内学習会等を計
画的に実施する。

3.6
学年と相談しながら実施することが
できた。

学年ごとに進路に応じた模試の受け方ができた。

③各模試・実力テスト毎の結果分
析を詳細に行い、学習指導・進路
指導に活用する。

3.4
学力検討会・志望校検討会を実施し
た。ポータルなども利用して情報の
共有を図った。

内容についてさらに検討していく。

④教員間の意思疎通を図り、充実
した進路指導に繋げる。

3.2
各学年で学力検討会・志望校検討会
を実施した。

３年の検討会の見直しや１・2年の検討会の統合
などを検討する予定。

①校外研修、大学入試研究を通し
て指導力向上の場を設ける。 3.1

進研協主催の九大入試問題研究会に
参加していただいた。

学力検討会や志望校検討会などを通じて研修を進
めていきたい。

②総合型選抜入試や学校推薦型選
抜入試等に応じた指導の研究と実
践に努める。

3.3

３学年ではかなり進めることができ
た。

来年度も継続していく。

③大学入試改革を見据え、新傾向
問題に対応できる力を育てる授業
の推進と研修に力を入れる。

3.2

3年実力テストの作成などを通して各
教科で研修の機会を設けた。新課程
入試の試作問題について１年生の学
力検討会で検討することができた。

来年度は新課程入試になるのでより一層全体に情
報を発信する必要がある。

④３年間を通じた進路指導体系を
確立し、地域の中核校としての意
識を高めさせる。

3.3
学力検討会・志望校検討会を実施し
た。

学力検討会や志望校検討会などを通じて研修を進
めていきたい。

生徒育
成部

（１）社会に貢献できる人材
を育成する。

（２）生徒一人ひとりに帰属
意識を持たせ、愛校心を涵養
する。

（３）問題行動を未然に防止
する

（４）交通安全への意識を高
める。

進路指
導部

（１）進路意識・学力の向上

（２）進路指導体制の確立

（２）教員研修の充実



 

 

 

①相談部会を定期的に開催し、生
徒情報を共有し、連携して早期に
対応する。

3.5
定期に部会を開催できた。
これからも少しでも早く情報共有に
努めたい。

継続する。

②「高校生活アンケート」を用い
て生徒の変化をつかみ、学年（学
級）経営と指導に役立てる。

3.5
困り感のある生徒を把握し、適時に
面談を行った。年３回実施でよい。

データの分析を職員会議で共有する。

③ロカロルームを有効に活用し
て、生徒の相談に対応できるよう
にする。

3.3

生徒や保護者の面談、感染症防止等
様々な状況に有効に活用できた。複
数生徒の利用が難しいことが課題で
ある。

ロカロルームの使用について、周知しながら有効
活用に努める。

①健康面・学習面・生活面・対人
面等において、配慮の必要な生徒
に対する校内支援体制を確立す
る。また、必要に応じて保護者・
外部専門機関（SC,SSW等）との
連携を図る。

3.5

各学年や担任とも連携を図り、対応
できていた。しかし、学年や担任な
どの負担が大きいところもあった。

学校全体で、支援体制を確立していく。

②奨学金の募集案内を的確に行
い、手続き等を迅速に行う。

3.6
定期的に周知し、滞りなく手続きを
することができた。

継続する。

①眼科・歯科については、定期的
に受診状況を確認し、治療・改善
を促す。

3.7
未受診者に対しては、１２月時点で
歯科検診結果は年３回、眼科検診は
年２回治療の促しができた。

今後も、受診をしてもらえるように定期的に促し
ていく。

②心理検査結果について説明会を
実施し、生徒理解に活用する。

3.5
説明会を実施し、検査結果を生徒理
解に活用することができた。

継続する。

①「保健だより」「ロカロルーム
だより」等を発行し、健康管理の
実践的態度を育てる。

3.6
保健だよりは、月に１回程度のペー
スで発行することができた。

継続する。

②保健委員会や体育委員会の活動
を通して、健康寿命の大切さを意
識させる。

3.6
保健委員による保健指導を実施でき
た。

次年度も生徒主体の活動を目標に取り組んでい
く。

①安全点検・環境衛生検査による
健全な学習環境の管理を適切に行
う。

3.8
環境衛生検査結果をもとに、お便り
の作成、呼びかけができた。

次年度も、よりよい学習環境づくりに努めてい
く。

②防災計画・危機管理マニュアル
を整備する。

3.5

防災計画・危機管理マニュアルの周
知を行うことができた。学校の実情
を加味し、必要に応じて見直してい
きたい。

継続する。

①関係規則・法令等の確認を行
う。

3.7

今年度は会計監督検査および実地監
査を受検したが、大きな指摘をうけ
ることなく、規則・法令に則り適正
な処理ができている。

法改正等に常に関心を傾けながら、引き続き適正
な事務を心掛けたい。

②書類の供覧を行う。 3.7 適正に供覧している。 引き続き適正に処理したい。

（２）安全・安心な学校生活
を送ることができるよう、施
設設備等の維持・管理及び整
備に努める。

①校内の点検や安全衛生委員会の
報告を基に施設設備等の維持・管
理及び整備を行う。

3.8

職員室、保健室の空調機器の更新、
介護実習室の空調設置、テニスコー
ト補修等、効果的に施設設備の維持
管理を行うことができた。

校舎トイレ全面改修に向けての設計を適正に行う
とともに、被服室への空調設置を目指す。

（３）節電・節水等に努め、
地球温暖化抑制並びに経費の
節減に努める。

①目標使用量を定め、使用量が多
い場合は節減を呼びかける。 3.8

県費予算の厳しい状況にある中、節
約の実施により省エネと必要な需用
費を確保することができた。

省エネルギーに加え、文書リサイクル等も試みる
ことで更なる環境保全対策につなげたい。

（４）給与・福利厚生等につ
いて、職員からの相談等に適
切に対応できるよう努める。

①手当・福利厚生等について対象
職員を把握し、必要書類の呼びか
けや制度の説明を行う。

3.7

給与、旅費、福利厚生事務について
も適正に処理ができている。特に旅
費については早期支給と適切な予算
管理、要求ができた。

引き続き適正な事務処理及び効果的な旅費予算の
執行に努めたい。

（５）生徒・職員及び来校者
が気軽に立ち寄ることができ
る事務室の雰囲気づくりに努
める。

①常にコミュニケーションを取り
合い明るい雰囲気を作る。

3.7

窓口業務、電話対応については明る
く丁寧な対応することを事務室全員
で共有し、実施することができた。

引き続き、事務室内外のコミュニケーションを大
切にしていきたい。

事務部 （１）関係規則・法令等に則
り、適正な会計事務執行に努
める。各人が知識の習得に努
めるとともに、事務室内の相
互チェックを意識的に行う。

保健相
談部

（１）いじめや不適応生徒の
早期発見に努める。

（２）特別な支援を要する生
徒や多様な生徒に組織的に対
応できる体制を整備拡充す
る。

（３）健康診断、各種心理検
査を適切に実施し、結果に基
づく事後指導を的確に行う。

（４）広報の活性化に努め、
健康の大切さについて啓発す
る。

（５）安全管理に努め、衛生
的な環境づくりを推進する。



 

R04 R03

4の割
合(%)

3の割
合(%)

2の割
合(%)

1の割
合(%)

平均 平均 平均

1
学校は校訓や学校・学級の目標を生徒にはっき
り伝えてくれる。

31.5 53.2 14.8 0.5 3.2

3.2 3.1

2
学校には多様な進路希望を実現できる学科・
コースやカリキュラム(教育課程)が整備されて
いる。

70.8 26.4 2.3 0.5 3.7

3.6 3.5

3
学年集会や「総合的な探究の時間」など各学年
の活動が充実している。

63.4 33.3 2.8 0.5 3.6

3.7 3.5

4
平和、人権・同和について学習する時間が設定
されており、理解と意識を高めることができ
る。

55.6 41.7 2.3 0.5 3.5

3.6 3.5

5
政治や選挙について学習する時間が設定されて
おり、社会参画の意識を高めることができる。

20.8 56.9 20.8 1.4 3.0

3.2 3.3

6
授業その他で環境問題について学習する時間が
設定されており、取組も行われている。

23.6 52.3 22.7 1.4 3.0

3.2 3.0

7
交通安全や事故防止について考える時間が設定
されており、指導も適切に行われている。

56.5 39.4 3.7 0.5 3.5

3.4 3.2

8
ボランティア活動について十分な情報提供と呼
びかけがあり、多くの生徒が参加している。

40.3 50.0 9.7 0.0 3.3

3.2 3.1

9
いじめや悩みの調査が設定されており、対応も
適切である。

38.0 52.8 7.4 1.9 3.3

3.4 3.3

10 文化祭や体育祭等の学校行事が充実している。 61.1 34.3 4.2 0.5 3.6

3.6 3.4

11 部活動は活発である。 70.4 27.8 1.4 0.5 3.7

3.6 3.5

12
図書室には読みたい本(見たいＤＶＤ)等があ
り、蔵書が充実している。

53.2 43.1 3.2 0.5 3.5

3.5 3.4

13
学校は施設の安全・美化が行き届き、環境衛生
が保たれている。

21.8 56.9 17.1 4.2 3.0

3.0 2.8

14
先生は進路目標の確立とその実現のために、き
め細やかな指導をしてくれる。

55.1 39.8 4.6 0.5 3.5

3.5 3.4

15
先生は生徒の学力を向上させるために、授業の
工夫や充実に取り組んでいる。

57.4 40.3 1.9 0.5 3.5

3.5 3.4

16
先生は生徒のことを理解しようと努め、正すべ
き点は指摘して適切に指導してくれる。

52.8 42.1 4.2 0.9 3.5

3.5 3.4

17
先生は学習・進路・体調等の相談に親身になっ
て対応してくれる。

56.9 39.4 2.8 0.9 3.5

3.6 3.5

令和５年度　学校評価アンケート結果【生　徒】

４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えばそう思わない　１：そう思わない

質問項目
R05



 

R04 R03

4の割
合(%)

3の割
合(%)

2の割
合(%)

1の割
合(%)

平均 平均 平均

1
学校の学科・コース・教育課程(カリキュラム)
は、子どもの進路希望を実現するものになって
いる。

44.3 52.7 2.5 0.5 3.4

3.3 3.3

2
学校は子どもの進路目標の確立と実現のために
必要な情報を提供して適切な進路指導を行って
いる。

43.8 47.8 8.0 0.5 3.3

3.3 3.4

3
学校は積極的に保護者や地域に広報・情報発信
をしている。

47.8 45.8 6.0 0.5 3.4

3.4 3.3

4
学校は家庭・地域社会と連携・協働した教育活
動に力を入れている。

34.3 57.2 8.0 0.5 3.3

3.2 3.2

5
学校は平和教育や、いじめ根絶も含めた人権・
同和教育に熱心に取り組んでいる。

22.9 68.7 7.0 1.5 3.1

3.1 3.2

6
学校は交通安全意識を育てるための指導を計画
的・組織的に実施している。

28.4 62.7 9.0 0.0 3.2

3.1 3.2

7
学校施設の美化、安全管理、衛生管理は十分に
なされている。

30.8 59.2 8.5 1.5 3.2

3.1 3.3

8
子どもの学校生活は、基本的生活習慣が守ら
れ、規律あるものになっている。

38.8 56.7 4.5 0.0 3.3

3.3 3.4

9
文化祭や体育祭などの学校行事が活発で、子ど
もたちは生き生きとしている。

55.7 41.8 2.5 0.0 3.5

3.5 3.4

10
部活動は全体的に活発で、子どもは積極的に参
加している。

59.2 34.3 6.0 0.5 3.5

3.5 3.5

11
子どもはボランティア活動に積極的に取り組ん
でいる。

20.9 55.2 22.4 1.5 3.0

2.9 3.0

12
職員は子どもをよく理解し、真剣に対応してく
れる。

39.8 52.7 6.5 1.0 3.3

3.3 3.3

13
子どもの学習や進路について、保護者は職員に
相談しやすく、対応も適切である。

39.3 54.2 5.5 1.0 3.3

3.2 3.3

14
子どもの体調や悩みなどについて、保護者は職
員に相談しやすく、対応も適切である。

38.8 54.2 6.0 1.0 3.3

3.2 3.4

15
子どもの学校での様子や事故・病気等につい
て、職員は家庭への連絡を適切に行っている。

43.3 49.3 7.5 0.0 3.4

3.3 3.4

16
訪問時や電話での職員の応対は丁寧かつ適切で
ある。

57.2 39.8 2.5 0.5 3.5

3.5 3.5

17
事務室は諸納金や証明書等について適切に対応
している。

61.2 37.3 1.5 0.0 3.6

3.5 3.6

令和５年度　学校評価アンケート結果【保護者】

４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えばそう思わない　１：そう思わない

質問項目
R05



【総評】 

評価の結果 

（成果と課

題） 

〔生徒・保護者の評価〕 

○評価が高かったのは、多様なカリキュラムやコースの整備、総合的な探究の時間で、個々

の進路に対応する本校の体制や探究学習に力を入れている成果が出ている。 

○文化祭・体育祭等の学校行事、部活動も評価が高く、生徒の主体性を育む教育成果もそ

の一端と考えられる。 

○進路指導、授業、生徒理解についても一人ひとり丁寧に生徒を指導している本校の教育

活動の成果が現れている。 

○地域や保護者への情報発信、家庭・地域との連携や協働についての評価も高く、地域密

着型の教育活動が評価されている。 

○主権者教育、環境教育については、生徒の評価が若干低かった。主権者教育においては

公民の授業や生徒会選挙、環境教育については海岸清掃等を取り組んでいる。これらの

取組の成果を上げる必要がある。 

○平和教育、人権・同和教育、ボランティアについては、生徒の評価と比べ保護者の評価

が低かった。本校における活動に関して情報を発信する必要がある。 

○学校施設については、校舎が老朽化しているため、低い評価となっているが、今年度は

介護実習室のエアコン設置やテニスコート改修、照明の LED 化等の多くの改善に取り組

んでいる。また、校舎の全てのトイレ改修のための予算も獲得している。 

〔職員の自己評価〕 

○オープンスクールや学校説明会、部活動交流については、志願者数の増加にはつながら

なかった。実施日については、中学校の行事を考慮する必要がある。 

○公開授業週間、初任者研修や経年経過研修での研究授業については、円滑に進められた。 

〇Edtech教材の活用については、徐々に浸透しつつある。 

〇進路面では、補習や校内学習会が学年と連携して行われ、3 年生の補習では、公務員ク

ラスや短大・専門学校クラスをつくり、個々の進路により対応できるよう工夫がなされ、

一定の成果が見られた。 

来年度の 

改善策 

○広報活動については、中学校の行事を考慮して、オープンスクールや学校説明会の時期

を検討し、より魅力的に内容を充実させる。 

○公開授業週間、初任者研修や経年経過研修での研究授業については、今後とも充実させ

て、本校の魅力発信につなげていきたい。 

〇Edtech教材の活用については、徐々に浸透しつつある。次年度は職員研修をより計画的

に進め、活用の成果を高めていく。 

〇進路面では、個々の進路により対応した指導を充実させ、探究学習の成果をより生かし

た進路実現ができるよう工夫が求められる。 

○主権者教育と環境教育に関しては、本校での取組のねらいや目的について生徒の理解を

深めて、取組の成果を上げる。 

〇施設・設備についてはトイレの改修や教室空調の整備をはじめ、さらなる施設の充実を

進める。 



 


